
部活動におけるクラスター感染事例を踏まえた学校の対策
・感染力が非常に強いＢＡ.５等の変異株による感染が部活動でも急拡大。
・クラスター等の事例で専門家等から指導のあった以下の点に特に留意し、感染対策をより一層徹底。

クラスター発生の主な要因

②基本的感染対策が不十分
→活動中以外でのマスクなしの会話
→手指消毒や共用具（部活動の道具等）の消毒等
の不徹底

●基本的感染対策の徹底
 ミーティング中、休憩中は必ずマスクを着用
 手指消毒や共用具の定期的な消毒の徹底

感染防止に向けた対策

①体調不良時の対応が不徹底
→体調不良を自覚しながら活動に参加
→練習中に体調不良を感じたにもかかわらず
練習を継続

●児童、生徒及び保護者へのより強力な協力依頼
 倦怠感、のどに違和感、微熱等がある場合は、
絶対に登校を控えることの徹底

 部活動顧問による活動前・活動中の健康
チェックの徹底

③更衣室等での感染対策が不十分
→更衣室等での飲食
→更衣中におけるマスクの着用の不徹底

●更衣室等の利用ルールを徹底
 更衣室等では飲食をしない、会話をしない
 更衣中の正しいマスクの着用の徹底
 更衣室等同時利用人数の徹底、換気の徹底

全学校の部活動で、生徒と顧問による感染防止対策の緊急点検・管理職による確認を実施
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